
徒
然
草

兼
　
好

作
者

兼
好

　
神
祇
官
の
家
柄
で
あ
る
卜う
ら

部べ

氏
の
吉
田
流
と
言
わ
れ
る
家
系
の
出
身
で
、

古
く
か
ら
祭さ
い

祀し

を
職
と
し
て
い
た
が
、
祖
父
兼か
ね

名な

の
代
に
庶
流
と
な
り
、
太

政
官
と
し
て
も
出
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
卜
部
家
が
吉
田
と

称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
室
町
時
代
以
降
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
捏
造
さ

れ
た
「
吉
田
兼
好
」
と
い
う
名
は
学
問
的
に
否
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
近
年
は

そ
の
系
図
自
体
も
否
定
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
兼
好
の
生
没
年
に
つ
い
て

は
、「
法
金
剛
院
過
去
帳
」（「
大
日
本
史
料
」
所
収
「
諸
寺
過
去
帳
」
中
）

に
「
兼
好
法
師
　
観
応
元
年
四
月
八
日
」
と
あ
る
記
事
そ
の
他
に
よ
っ
て
、

弘こ
う

安あ
ん

六
（
一二八三）
年
生
ま
れ
、
観
応
元

正
平
五
（
一三五〇）
年
没
と
す
る
説
が
行
わ
れ

て
き
た
が
、
近
年
幾
つ
か
の
資
料
が
発
見
さ
れ
、
少
な
く
と
も
、
文
和
元

正
平
七
（
一

三五二）
年
ま
で
の
生
存
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

▼
略
歴
・
業
績

　
兼
好
は
、
後ご

宇う

多だ

天
皇
の
妃
で
後
二
条
天
皇
の
生
母
で
あ
る
源
み
な
も
と
の
基き

子し

（
西
華
門
院
）
の
父
、
堀
川
大
納
言
具と
も

守も
り

の
家け
い

司し

で
あ
っ
た
。
そ
の
縁
で
、

後
二
条
天
皇
の
と
き
六
位
の
蔵
人
と
な
っ
た
。
十
九
歳
の
頃
と
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
二
十
五
歳
の
頃
、
従
五
位
下
左さ
ひ

兵ょ
う

衛え
の

佐す
け

に
任
じ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
が
、
政
変
に
よ
り
そ
の
道
は
難
し
く
な
っ
た
。
兼
好
の
出
家
の
時
期
は

「
大
徳
寺
文
書
」（「
大
日
本
古
文
書
」
所
収
）
に
よ
っ
て
三
十
歳
代
の
初
め

で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
出
家
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
主
君
の
死
な
ど
の
出
来

事
に
よ
る
の
で
は
な
く
、「
も
っ
と
私
的
で
内
発
的
な
原
因
に
導
か
れ
た
も

の
」（「
家
司
兼
好
の
社
会
圏
」）
と
い
う
風
巻
景
次
郎
の
推
定
が
ほ
ぼ
認
め

ら
れ
て
い
る
。
家
集
に
よ
っ
て
、
出
家
前
と
出
家
後
と
に
関
東
方
面
に
下
向

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
居
所
に
つ
い
て
は
、
出
家
後
に
比
叡

山
横よ

川か
わ

や
そ
の
西
方
の
修し
ゅ

学が
く

院い
ん

に
住
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
が
、
出
家
後
の
本

居
に
つ
い
て
は
、
山や
ま

科し
な

小
野
庄
と
も
、
東
山
周
辺
で
あ
ろ
う
と
も
言
わ
れ
る
。

晩
年
は
、
洛
西
の
仁
和
寺
に
近
い
双な
ら
びケ
岡お
か

に
住
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

　
兼
好
は
歌
人
と
し
て
名
高
く
、
頓と
ん

阿あ

・
慶け
い

運う
ん

・
浄じ
ょ
う弁べ
んと
並
ん
で
二
条
為た
め

世よ

門
下
の
四
天
王
と
称
さ
れ
た
。
勅
撰
集
に
は
「
続
千
載
和
歌
集
」〔
元げ
ん

応お
う

二

（
一三二〇）
年
、
三
十
八
歳
頃
〕
に
一
首
採
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
十
六
首
が
入

集
し
て
い
る
。
家
集
と
し
て
は
「
兼
好
法
師
集
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
徒

然
草
」
の
内
容
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
博
学
多
識
で
、
神
道
の
他
、

仏
教
・
儒
教
・
老
荘
の
学
に
知
識
と
理
解
が
あ
り
、
和
漢
の
文
学
や
、
特
に

有ゆ
う

職そ
く

故こ

実じ
つ

の
方
面
に
豊
か
な
知
識
を
有
し
て
い
た
。
歌
人
と
し
て
は
も
と
よ

り
能
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
今
日
の
言
葉
で
言
え
ば
知
識
人
・
文
化
人
と

し
て
声
望
を
博
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
出
家
後
も
俗
世

か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
深
い
知
識
を
も
っ
て
貴
族
的
な
も
の
か
ら
庶

民
に
至
る
ま
で
幅
広
く
人
間
と
い
う
も
の
に
関
心
を
寄
せ
た
と
言
え
る
。

　
兼
好
の
生
き
た
時
代
は
、
鎌
倉
幕
府
の
威
光
が
衰
え
て
い
き
、
代
わ
っ
て

足
利
尊
氏
が
政
権
を
取
ろ
う
と
い
う
不
安
定
な
時
代
で
あ
る
。
戦
乱
が
打
ち
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続
い
た
こ
と
が
兼
好
出
家
の
一
因
で
も
あ
ろ
う
。
一
方
、
兼
好
は
平
安
王
朝

の
文
学
隆
盛
の
時
代
へ
の
憧
れ
を
強
く
持
っ
て
い
た
と
も
言
わ
れ
る
。
戦
乱

を
逃
れ
、
山
中
で
仏
道
修
行
に
励
み
な
が
ら
、
平
安
王
朝
期
へ
の
憧
れ
を
募

ら
せ
る
中
で
、
兼
好
の
美
意
識
・
価
値
観
が
育
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
背
景
を
頭
に
入
れ
て
、
各
教
材
を
読
み
取
り
た
い
。

出
典

▼
底
本

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
方
丈
記
　
徒
然
草
　
正
法
眼
蔵
随
聞
記
　
歎

異
抄
」（
神
田
秀
夫
他
校
注
、
平
成
七
〔
一九九五〕
年
、
小
学
館
）
に
よ
っ
た
。

　
同
書
は
江
戸
初
期
の
儒
学
者
、
三み

宅や
け

亡ぼ
う

羊よ
う

（
寄
斎
）
の
書
写
し
た
も
の
を
、

烏か
ら
す

丸ま
る

光み
つ

広ひ
ろ

が
校
訂
し
た
古
活
字
本
に
よ
っ
て
い
る
。「
徒
然
草
」
の
伝
本
は

数
多
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
烏
丸
光
広
本
の
系
統
が
流
布
本
と
し
て
近

世
以
降
の
出
版
も
非
常
に
多
い
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
翻
刻
も
多
く
こ
の

本
に
よ
っ
て
い
る
。
烏
丸
光
広
本
の
他
に
は
、
正
し
ょ
う

徹て
つ

本
系
統
、
伝
東と
う

常つ
ね

縁よ
り

本

系
統
、
細ほ
そ

川か
わ

幽ゆ
う

斎さ
い

本
系
統
な
ど
と
分
類
さ
れ
る
伝
本
が
あ
り
、
諸
本
の
系
統

と
、
よ
り
原
形
に
近
い
本
文
と
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
徒
然
草
」

の
作
者
を
兼
好
と
す
る
の
は
、
年
代
明
記
の
写
本
の
う
ち
最
古
の
も
の
で
あ

る
正
徹
自
筆
本
（
永え
い

享き
ょ
う

三
〔
一四三一〕
年
の
奥
書
が
あ
る
）
に
よ
っ
て
お
り
、

定
説
と
な
っ
て
い
る
。

▼
書
名

　
正
徹
自
筆
本
に
は
「
つ
れ
〳
〵
種く
さ

」
と
あ
る
が
、「
徒
然
草
」「
つ
れ
〳
〵

草
」
と
書
く
の
が
普
通
で
あ
る
。
全
文
を
序
段
と
第
二
百
四
十
三
段
ま
で
と

に
分
け
る
の
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
歌
学
者
北き
た

村む
ら

季き

吟ぎ
ん

の
「
徒
然
草
文
段

抄
」
に
始
ま
る
が
、
古
写
本
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
章
段
か
ら
成
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
は
独
立
の
主
題
を
持
つ
短
文
集
と
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
第
百
三
十
七
段
「
花
は
盛
り
に
」
以
下
を
下
巻
と
し
て
上

下
二
巻
と
す
る
こ
と
も
諸
本
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。

▼
成
立

　
従
来
、
橘
純
一
が
、
作
中
の
人
名
・
官
名
・
年
号
な
ど
を
手
が
か
り
に
、

元げ
ん

徳と
く

二
（
一三三〇）
年
末
か
ら
翌
元
徳
三

元
弘
元
（
一三三一）
年
秋
に
か
け
て
の
約
一
か

年
間
と
し
た
推
定
（「
正
註
つ
れ
づ
れ
草
通
釈
」
昭
和
十
六
、
解
説
ほ
か
）

が
定
説
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
諸
本
研
究
や
内
容

の
検
討
が
進
む
に
伴
っ
て
、
こ
の
橘
説
を
超
え
る
幾
つ
か
の
説
が
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
元げ
ん

応お
う

元
（
一三一九）
年
に
第
三
十
二
段
ま
で
が
書
か
れ
、

元
徳
二
年
か
ら
元
徳
三

元
弘
元
年
に
か
け
て
そ
れ
以
下
の
ほ
と
ん
ど
が
執
筆
さ
れ
て
、

後
に
そ
れ
ら
が
ま
と
め
ら
れ
た
と
き
に
い
く
ら
か
の
加
筆
補
訂
が
な
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
と
す
る
、
安
良
岡
康
作
説
（「
徒
然
草
全
注
釈
」
昭
和
四
十

二
・
四
十
三
、
ほ
か
）
が
説
得
力
あ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
生

没
年
に
関
す
る
通
説
に
従
え
ば
、「
徒
然
草
」
の
大
部
分
の
執
筆
は
、
兼
好

四
十
九
歳
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

▼
時
代
背
景

　
兼
好
の
四
十
歳
代
の
社
会
情
勢
は
、
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
を
中
心
に
し
た
大だ
い

覚か
く

寺じ

統
と
持じ
み

明ょ
う

院い
ん

統
と
の
対
立
が
政
治
的
危
機
と
し
て
緊
張
の
度
を
加
え
、
つ
い

に
朝
野
に
お
け
る
対
立
抗
争
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
五
十
歳
代
は
建け
ん

武む

の
中
興
か
ら
南
北
朝
対
立
時
代
に
至

る
動
乱
の
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
十
歳
代
の
早
い
頃
に
出
家
し
た
兼
好

は
こ
れ
ら
の
争
乱
と
か
か
わ
ら
ず
、
世
外
の
知
識
人
と
し
て
生
き
た
よ
う
で

あ
る
。
一
種
の
自
由
人
と
し
て
激
動
の
時
代
を
生
き
た
人
の
、
社
会
と
人
間
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と
へ
の
関
心
が
生
み
出
し
た
文
学
が
「
徒
然
草
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

▼
内
容

　
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
て
分
類
し
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
大
別
す
る
と
、

「
趣
味
的
記
事
」「
思
想
的
論
述
」「
説
話
的
叙
事
」
に
な
る
。「
趣
味
的
記

事
」
は
自
然
・
人
事
に
関
す
る
古
典
趣
味
の
表
現
と
言
え
る
が
、
閑
寂
な
景

物
、
簡
素
な
生
活
、
繊
細
な
人
情
を
好
ん
で
描
い
て
お
り
、
無
常
観
を
柱
と

し
た
中
世
的
美
意
識
に
貫
か
れ
て
い
る
。「
思
想
的
論
述
」
に
は
、
儒
仏
の

思
想
と
道
義
観
か
ら
老
荘
的
な
虚
無
思
想
ま
で
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
根
底

に
は
人
生
無
常
の
冷
徹
な
認
識
と
求
道
の
精
神
と
が
流
れ
て
い
る
。「
説
話

的
叙
事
」
は
、
世
間
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
珍
談
奇
談
、
芸
能
・
武
芸
に
関
す

る
逸
話
、
特
定
の
人
の
言
行
な
ど
で
、
そ
こ
に
は
兼
好
の
人
間
に
対
す
る
好

奇
心
と
理
解
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
章
段
が
、
あ
る
場
合
は
自

然
な
連
想
に
よ
っ
て
つ
な
が
り
、
あ
る
場
合
に
は
新
し
い
話
題
に
転
じ
て
い

く
と
い
う
よ
う
に
、
非
連
続
の
連
続
と
か
連
歌
的
と
か
評
さ
れ
る
配
列
で
並

ん
で
い
る
。
文
体
も
、
こ
の
多
様
な
内
容
に
対
応
し
て
お
り
、「
趣
味
的
記

事
」
で
は
、
主
と
し
て
流
麗
典
雅
な
擬
古
的
な
和
文
で
あ
り
、「
思
想
的
論

述
」
で
は
、
雄
健
な
和
漢
混
交
文
で
、「
方
丈
記
」「
東と
う

関か
ん

紀き

行こ
う

」
の
文
体
を

推
し
進
め
た
説
得
力
あ
る
論
説
文
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
説
話
的
叙
事
」

で
は
、
平
明
な
文
章
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
徒
然
草
」
は
、「
枕
草
子
」

「
方
丈
記
」
と
並
び
、
三
大
随
筆
の
一
つ
と
さ
れ
、
思
索
的
な
古
典
作
品
の

代
表
と
言
っ
て
も
よ
い
。
平
安
王
朝
へ
の
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
作
者
は
、
平

安
時
代
の
「
枕
草
子
」
に
強
い
影
響
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
「
徒

然
草
」
自
身
も
ま
た
、
後
世
に
強
い
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

教
師
用

▽
注
釈
書

　
日
本
古
典
文
学
大
系
「
方
丈
記
・
徒
然
草
」
西
尾
実
　

岩
波
書
店
　
昭
三
十
三

　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
方
丈
記
・
徒
然
草
」
久
保
田
淳
　

岩
波
書
店
　
平
元

　
日
本
古
典
文
学
全
集
「
方
丈
記
・
徒
然
草
他
」
永
積
安
明
　

小
学
館
　
昭
四
十
六

　
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
徒
然
草
」
木
藤
才
蔵
　

新
潮
社
　
昭
五
十
二

　
校
注
古
典
叢
書
「
徒
然
草
」
市
古
貞
次
　

明
治
書
院
　
昭
四
十
四

　「
徒
然
草
全
注
釈
」
安
良
岡
康
作
　

角
川
書
店
　
昭
四
十
二
・
四
十
三

　「
徒
然
草
全
訳
注
」
三
木
紀
人
　

講
談
社
　
昭
五
十
四
〜
五
十
七

　「
増
補
徒
然
草
解
釈
大
成
」
三
谷
栄
一
他
　

有
精
堂
　
昭
六
十
一

▽
研
究
書

　「
徒
然
草
総
索
引
」
時
枝
誠
記
　

至
文
堂
　
昭
三
十

　「
枕
草
子
・
徒
然
草
」（
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
）
斎
藤
清
衛
他
　

三
省
堂
　
昭
三
十
五

　「
方
丈
記
・
徒
然
草
」（
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書）

有
精
堂
　
昭
四
十
六

　「
徒
然
草
研
究
序
説
」
桑
原
博
史
　

明
治
書
院
　
昭
五
十
一

　「
徒
然
草
諸
注
集
成
」
田
辺
爵
　

右
文
書
院
　
昭
五
十
四

▽
入
門
書
・
鑑
賞
、
そ
の
他

　
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
「
方
丈
記
・
徒
然
草
」
富
倉
徳
次
郎
　

角
川
書
店
　
昭
五
十

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
古文編　単元 2「徒然草」出典・作者・参考文献● 3

c_02_00_04_tangen_turedure



　
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
「
随
筆
文
学
」
大
曾
根
章
介
・
久
保
田
淳
他
　

明
治
書
院
　
昭
五
十
八

　
新
潮
古
典
ア
ル
バ
ム
「
方
丈
記
・
徒
然
草
」
稲
田
利
徳
　
新
潮
社
　
平
二

　「
徒
然
草
講
座
」　

有
精
堂
　
昭
四
十
九
〜
五
十
二

　「
兼
好
の
人
と
思
想
」
中
川
徳
之
助
　

古
川
書
房
　
昭
五
十

　「
古
典
鑑
賞
徒
然
草
の
世
界
」
安
良
岡
康
作
　

教
育
出
版
　
昭
五
十
八

　「
卜
部
兼
好
」
冨
倉
徳
次
郎
　

吉
川
弘
文
館
　
昭
六
十
二

　「
カ
ラ
ー
版
徒
然
草
」
桑
原
博
史
　

桜
楓
社
　
昭
六
十
二

　「
徒
然
草
必
携
」
久
保
田
淳
　

学
燈
社
　
昭
六
十
二

　「
新
版
　
徒
然
草
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
小
川
剛
生
　

平
成
二
十
七

　「
兼
好
法
師
　
徒
然
草
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
真
実
」
小
川
剛
生
　

中
央
公
論
新
社
　
平
成
二
十
九

生
徒
用

　「
徒
然
草
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
　
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス）

　

角
川
学
芸
出
版
　
平
十
四

　「
使
え
る
！
『
徒
然
草
』」（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）
齋
藤
孝
　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
　
平
十
七

　「Essays
in
Idleness

」
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
訳
　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
イ
・
タ
ト
ル
出
版
　
平
成
十
八
年

　「
図
説
「
無
常
」
の
世
を
生
き
ぬ
く
古
典
の
知
恵
！
方
丈
記
と
徒
然
草
」

三
木
紀
人
監
修
　

青
春
出
版
社
　
平
二
十
三

　「
絵
本
徒
然
草
」（
河
出
文
庫
）
橋
本
治
　

河
出
書
房
新
社
　
平
十
九

　「
徒
然
草
を
ど
う
読
む
か
」（
放
送
大
学
叢
書
）
島
内
裕
子
　

左
右
社
　
平
二
十
一

図
版
解
説

〈

奈
良
絵
本
『
徒
然
草
』〉

名
古
屋
市
倒
左
文
庫
蔵
。
江
戸
時
代
前
期
（
一
七
世
紀
）。
絵
本
。

六
冊
。「
奈
良
絵
」
と
よ
ば
れ
る
極
彩
色
の
挿
絵
を
と
も
な
う
豪
華
な

絵
本
で
、
婚
礼
調
度
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
が
多
か
っ
た
。
本
書
は
、

現
存
す
る
奈
良
絵
本
の
「
徒
然
草
」
で
は
、
最
も
多
く
の
挿
絵
を
収
録

し
て
い
る
。

⇩
Ｐ
29
・
35
・
37

〈

石
山
寺
縁
起
〉

国
立
国
会
図
書
館
蔵
。
石
山
寺
建
立
の
由
来
、
本
尊
の
観
世
音
菩
薩

の
霊
験
を
描
い
た
絵
巻
物
。
七
巻
。
原
本
は
鎌
倉
末
期
に
絵
師
の
高
階

隆
兼
（
生
没
年
未
詳
）
が
作
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
散
佚
し
、
後
世
補
修

し
た
た
め
巻
に
よ
り
筆
者
が
異
な
る
。

⇩
Ｐ
30

〈

徒
然
草
絵
巻
〉

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
。
江
戸
時
代
前
期
（
一
七
世
紀
）。
二
十
巻
。

『
徒
然
草
』
全
文
と
そ
れ
に
対
応
す
る
二
百
四
十
八
図
の
絵
で
構
成
さ

れ
る
。
海
北
友
雪
（
一五九八〜
一六七七）
筆
。
海
北
友
松
の
長
子
。
⇩
Ｐ
33

〈

嵯
峨
本
『
徒
然
草
』〉

国
立
国
会
図
書
館
蔵
。
江
戸
時
代
初
期
。
古
活
字
版
。
嵯
峨
本
と
は
、

慶
長
十
三
年
（
一六〇八）
か
ら
元
和
年
間
（
一六一五〜
二四）
に
か
け
、
角
倉

素
庵
と
本
阿
彌
光
悦
が
印
行
し
た
、
木
活
字
に
よ
る
書
籍
の
総
称
。
素

庵
が
京
都
洛
西
嵯
峨
に
住
ん
だ
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。

⇩
Ｐ
39
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